
七
日
間
宛
の
平
均
用
量
及
び
卒
均
茶
寮
最
が
懸
濁
物
質
及
び
溶
解
物
質
の
説
明
に
梗
在
る
事
は
､
即
ち
是
等
の
グ

ラ
フ
が
夫
等
の
槻
擬
的
夜
鼻
化
を
組
病
的
に
表
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
｡

斯
-
宇
治
川
は
人
工
に
依
-
支
配
せ
ら
れ
た
る
と
rJ
ろ
多
-
､
宛
然
運
河
の
性
質
む
具
備
す
る
を
特
徴
と
す
る
が

木
津
川
は
於
け
る
研
究
結
果
と
比
較
射
精
す
る
事
に
ょ
つ
て
､
両
川
の
性
質
上
右
の
如

き
潜
し
き
差
異
を
見
川
す
の

で
あ
る
｡

我
問
に
於
け
る
地
形
固
製
作
の
署
史

高

木

菊

三
郎

ま

へ
が

普

渦
舷
兆
'
北
開
現
制
に
於
け
る
'
兆
礎
的

丁
般
閥
用
地
形
糊
の
､
製

作
的
過
税
に
放
て
迎
べ
た
が
'
道
に
射
千
過
去
の
史
的
緋
緋
を
解
み

て
'
隣
地
測
光
珊
創
始
的
筏
に
於
け
る
､
我
陶
地
形
樹
浪
作

の
雁
史

北
に
和
辻

へ
の
枇
況
を
略
瀧
し
仰
せ
て
共

f
班
を
考
察
し
て
見
や
う

と
瓜
ふ
の
で
あ
る
｡

従

来

我

国

に
於
て
作
製
せ
ら
れ
た
る
地
形
固

従
来
我
岡
に
於
で
作
製
せ
ら
れ
た
る
地
形
間
は
'
基

数
賓
に
妙
-
は
無

いが
､
之
机
を
時
代
及
び
､
製
作
法

に
依
っ
て
憧
別
す

れば
､
(
一
)
明
治
以
前
に
於
け
る
地

碑
柵
に
於
け
る
地
形
樹
の
獣
作
の
賂
兜

形
閲
'
及
び
八
二
)
明
治
以
後
の
地
形
閲
､
の
二
種
に
大

別
す
る
事
が
出
来
る
｡

｢

明
治
以
前
に
於
け
る
我
国
の
地
形
園

明
治
以
前
に
於
け
る
我
問
の
地
形
間
は
'
大
鰭
､
所

謂
神
韻
的
手
法
に
偵
-
た
る
も
の
で
あ
っ
て
'
産
地
撃

的
乃
寅
､
数
撃
的
基
礎
は
､
比
較
的
薄
錫
を
も
の
で
あ

っ
た
が
､
是
に
引
替

tT､
美
術
的
乃
至
婚
苗
的
方
面
は

放
て
薯
し
き
進
展
を
見
た
も
の
で
あ
っ
て
'
遠
-
沸
教

の
停
裸
期

に
放
け
･る

『
川
界
四
至
之
閲
』
乃
室

『
山
水

dCq

二
七



地

球

第
十
四
番

犀
風
』
に
於
で
見
る
朋
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

聖
武
天
皇
の
天
平
年
間
以
後
､
徳
川
幕
府
の
末
期
､

即
ち
慶
臆
年
間
迄
'
約
千
百
年
の
間
､
幾
多
の
消
長
を

犀
で
p
俸
統
し
凍
っ
た
も
の
で
'
共
有
-
は
特
殊
の
紙

若
-
は
特
殊
の
布
け
､
肉
筆
墨
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
､
次
に
之
れ
に
朱
抄
を
加

へ
､
色
彩
を
施
す
様

に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
而
し
て
､
其
地
図
的
表
現
に
於

で
は
p

所
謂
天
平
年
間
所
製
と
樽

へ
ら
れ
る
､

所
謂

『
行
基
園
』
の
如
-
.
地
形
の
水
車
的
表
現
は
対
し
､

初
め
は
其
地
貌
の
表
現
を
映
い
ね
の
で
あ
つ
た
が

『
E=

閲
』
『
鞄
別
図
』
『
虻
田
閲
』
『
修
相
聞
』
等
の
出
づ
る
に

及
び
､
漸
次
其
掩
番
的
地
貌
の
表
現
を
加

へ
て
､
小出
に

我
陶
濁
特
の
､
粕
覇
的
地
形
園
の
基
礎
は
､
作
ら
.rJ<
な

の
で
あ
っ
た
｡
降
っ
て
源
平
期
､
南
北
朝
期
､
版
囲
期

末
等
ほ
於
で
､
若
干
地
図
の
作
H
を
見
ー
軍
用
其
他
に

使
用
せ
ら
れ
た
る
も
の
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
､
団
よ

-
精
細
在
も
の
で
は
無
か
つ
ね
で
あ
ら
う
｡

降
っ
て
織
豊
期
に
入
っ
て
'
西
欧
人
の
睦
衆
は
'
我

邦
地
図

の敬
連
に
'
異
常
在
る
影
響
を
典

へ
､
此
期
の

前
後
に
於
で
は
､
日
本
全
問
の
尿
展
､
世
界
閲
の
犀
風

第
二
鶴

70八

二
八

等
の

1
大
美
術
的
作
品
十
飴
縄
を
域
す
ほ
至
-
､
銅
且

つ
霜
に
若
干
の
軟
式
測
虫
網
を
解
し
た
の
で
あ
っ
て
'

織
m
信
長
が
安
土
の
熟
城
'
愚
公
の
所
謂
天
正
文
緑
は

於

ける
検
地
p
慶
長
十
年
間
は
於
け
る
'
徳
川
幕
府
に

放
け
る
第

一
次
の
間
殆
聞
造
進
等
の
如
き
は
'
若
干
之

れ
が
交
渉
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
､
後
銘
文
年
間
は

於
け
る
､
北
棟
安
房
守
氏
長
所
製
に
係
る

『
江
1月
の
五

枚
相
聞
』
の
如

き
､
確
か
に
之
机
を
苛
し
て
飴
-
あ
ら

う
と
恩
は
れ
る
｡

而
し
て
､
之
れ
か
ら
は
'
以
上
の
様
な
内
容
を
以
て

官
製
の
諦
地
形
図
は
作
製
せ
ら
れ
ね
の
で
あ
る
が
､
未

だ
此
頃
迄
は
､
印
事
の
術
も
未
だ
充
分
に
､
開
け
て
居

ら
夜
か
っ
允
か
ら
､
勢
以
肉
筆
聾
寓
の
時
代
を
為
し
て

居
っ
た
｡
然
し
こ
れ
か
ら
.
徳
川
時
代
に
移
っ
て
､
寓

治
､
慶
安
の
頃
に
至
っ
て
は
､
印
聾
の
諸
輔
も
漸
-
港

み
綿
轟
の
上
板
せ
ら
れ
る
75D
の
が
､
出
凍
る
様
に
を
つ

て
か
ら
ー
大
小
各
稜
の
日
本
登
園
､外
囲
地
図
'
切
給
園

等
が
出
板
せ
ら
る
!
ほ
至
っ
た
｡
而
し
て
又
是
以
外
の

謝
輔
の
地
閲
も
､
是
等
の
手
法
と

結び
付
い
て
､
所
謂

浮
世
綿
肺
の
手
に
依
っ
て
､
漸
次
大
き
夜
も
の
も
､
作



ら
れ
る
横
は
な
つ
LJ
､
其
始
め
は
､
塾
の

山
色
刷
で
あ

っ
た
が
'
漸
次
趣
味
の
向
上
､
技
術
の
進
歩
は
連
れ
､

丹
'
菅
-
は
紙
背
等
を
以
て
す
る
'
所
謂
丹
練
に
伐
る

塾
形
式
の
地
図
が
用
水
で
'
若
干
其

一
般
的
需
用
軒
高

め
た
｡
此
等
彩
色
は
'
延
賛
頃
か
ら
'
天
和
､
元
棟
を

経
て
'
享
保
寛
延
の
頃
迄
､
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
'

1
ほ
元
純
の
範
彩
色
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
で
あ

る○次
に
酵
法
の
改
正
に
起
因
L
t
天
健
の
観
測
､
緯
度

の
測
定
'
数
撃
の
興
隆
､
測
量
術
の
進
歩
を
楽
し
'
間

接
に
弦
に
其
地
形
問
の
内
容
的
締
皮
室
向
め
た
｡

次
で
印
事
術
の
隆
盛
､
浮
世
欄
の
聴
展
は
､
諸
種
の

色
刷
を
工
夫
し
.
所
謂
郵
相
の
美
を
柄
せ
ら
る
る
ほ
至

っ
た
の
で
あ
る
.
此
方
法
が
叉
地
形
間
に
も
魔
用
せ
ら

れ
て
､
色
刷
の
地
図
.
即
ち
多
色
色
批
式
の
地
間
が
'

作
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

此
時
に
於
て
'
彫
刻
に
依
る
銅
版
法
が
将
来
せ
ら
れ

司
瑞
江
淡
に
倦
-
て
'
塘
め
て
天
球
聞
及
び
地
球
間
が

之
れ
ほ
依
っ
て
作
ら
れ
た
｡

見
よ
-
先
'
正
保
年
間
及
'
元
稚
年
間
に
は
､
天
平

托
的
に
於
け
る
地
形
脚
傑
作

の
静
兜

延
暦
､
降

っ
て
文
様
､
慶
長
以
基
の
大
規
模
を
､
闘
緒

園
の
造
進
が
行
は
れ
ね
'
為
れ
は
､
徳
川
時
代
金
期
を

通
ず
る
､
五
次
の
間
絶
間
造

進
中
現
春
三
次
の
閥
相
聞

の
二
つ
で
あ
っ
て
.
後
天
保
申
造
る
も
の
と
併
種
し
て

徳
川
時
代
三
百
開
相
聞
と
栴
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ

っ
た
｡
是
等
の
地
閲
は
放
け
る
著
し
き
特
徴
は
､

一
息

塚
の
他
聞
的
表
現
で
あ
っ
て
､
丁
度
現
時
に
於
け
る
'

一
二
等
水
準
鮎
の
標
石
表
現
と
同
じ
様
な
'
作
用
を
し

た
も
の
で
あ
る
が
'
唯
水
準
的
効
果
の
明
示
を
敏

い
た

も
の
で
あ
っ
た
'
即
ち

.I
鬼
塚
の
梯
八
化
さ
れ
た
'
瓢

の
其
路
線
上
に
於
け
る
間
隔
の
大
小
は
'
同
上
に
其
の

水
準
値
の
大
小
を
偲
ば
せ
､
現
時
の
水
準
鮎
は
'
約
二

千
米
実
に

一
ヶ
所
棟
の
割
合
で
､
設
置
せ
ら
れ
て
居
る

が
､
常
時
の

一
里
塚
は
'
約
四
千
米
突
に
督
る
か
ら
丁

度
現
水
準
鮎
の

1
つ
鹿

dT)に
常
る
評
で
あ
る
｡
是
等
の

進
歩
し
た
方
法
が
巳
に
三
官
年
の
以
前
に
於
て
我
閥
に

磯
達
し
で
居
っ
た
と
云
ふ
轟
は
頗
る
面
白

い
革
と
見
ら

れ
る
｡
又
海
岸
線
等
の
表
現
に
方
っ
て
は
､
英
よ
-
先

何
町
浅
粥
の
如
く
注
し
或
は
段
彩
を
施
し

て.
干
満
の

潤
堺
を
遷
し
其
海
図
的
作
用
む
も
舘
ね
し

めた
-
し
流

言
九

二
九



地

球

第
十
四
食

前
し
､
地
貌
の
表
現
は
､
失
混
む
､
月
収
ら
間
式
の
山

で
あ
っ
て
捉
粟
の
も
の
は
校

へ
て
'
著
し
q
J進
歩
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

叉
享
保
四
年
数
撃
家
相
門
二
濠
の

1
人
な
る
建
部
遼

次
郎
畢
弘
は
'
賂
軍
請
宗
の
命
を
受
け
て
日
本
輿
地
間

数
重
修
し
た
が
､
嵩
に
初
め
て
.
地
閲
製
作
上
に
用
ひ

ら
れ
允
､
測
最
の
方
法
並
に
製
図
樽
型
の
方
法
が
明
か

に
在
っ
て
凍
た
の
で
あ
る
､
即
ち
三
角
法
棉
帽
の
法
で

測
蓋
し
ね
と
云
ふ
が
'
之
机
は
､
現
今
の
所
謂
交
骨
法

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
六
寸
を
以
て

一
旦
と
し
て
あ
る

か
ら
､
縮
八
二
甫
千
六
百
分
の

1

ほ潜
る
も
の
で
あ
っ

た
.
此
の
縮
尺
値
は
､
先
さ
は
作
ら
れ
た
､
正
保
圃
相

聞
も
､
元
締
閥
細
岡
も
､
署
同
様
に
六
寸

一
旦
で
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
P
締
八
二
蕃
千
六
百
分
の

一
で

あ
る
､
此
事
か
ら
考

へ
る
と
.
我
囲
近
世
に
放
て
数
次

作
製
せ
ら
れ
た
囲
粕
間
､
即
ち
徳
川
基
肝
に
於
で
作
ら

れ
た
問
相
聞
と
云
ふ
の
は
､
近
世
式
制
庇
の
頻
用
以
前

は
於
で
'
縮
尺
二
苗
千
六
百
分
の

一
,<LJ､
採
用
せ
ら
れ

た
の

であ
っ
て
､
停
締
約
に
も
偶
然
に
79
今
日
の
､
進

歩
し
た
耕
撃
的
制
式
に
依
る
二
常
分

.i
地
形
図
に
'
近

第
二
餅

二
〇

三
〇

似
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
'
其
表
現
の
細
部
は
.
是
等
固

給
間
と
は
､
異
聞
法
式
及
手
法
の
刑
炎
上
'
今
=
の
二

寓
分

.1
地
形
間
の
如
-
は
現
は
し
禅
で
屠
な

い
が
､
賓

際
に
於
で
は
､
地
形
細
部
の
表
現
は
､
現
時
の
五
寓
分

一
地
形
図
で
は
精
々
無
班
で
あ
っ
て
'
現
制
の
二
寓
五

千
分

1
で
も
'
ま
ね
充
分
で
な

い
が
､
抄
-
も
二
商
分

1
以
上
は
在
れ
ば
､
可
成
複
邪
を
地
形
乃
至
地
物
等
を

も
詳
細
は
表
現
す
る
事
が
班
凍
る
､
此
意
味
か
ら
云
ふ

と
徳
川
時
代
に
於
て
作
ら
れ
た
､
所
謂
官
製
の
囲
絶
間

は
締
人
的
は
見
て

､可
成
-1
進
歩
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
云

へ
る
の
で

ある
｡

軍

九
年
間
は
至
っ
て
は
水
月
潜
の
地
規
聾
者
長
久
儀

赤
水
に
依
っ
て
､
始
め
て
日
本
金
閣
に
､
躍
緯
度
線
を

入
れ
た
地
間
が
作
ら
れ
た
.
即
ち
道
轟

'7
寸
を
以

て十

塵
と
し
た
か
ら
縮
尺
は
笛
二
十
九
番
六
千
分

一
で
あ
っ

た
｡
是
れ
は
我
閣
地
形
図
に
､
劃
期
的
ほ
､
科
撃
的
様

式
は
嘘
る
地
形
岡
の
典
接
を
為
さ
し
め
た
も
の
で
あ
っ

て
､
赤
水
の
燭
創
ほ
係
み
､
二
十
飴
ヶ
年
は
亘
る
苦
心

の
賓
弟
を
収
め
た
も
の
で
あ
っ
て
､
我
岡
地
間
の
投
影

怯
史
上
乃
至
地
園
撃
史
上
に
､

一
大
光
彩
を
放
つ
も
の



で
あ
る
0

是
よ

-光p
我
閲
で
は
'
経
緯
度
の
測
最
に
親
し
.

種

皮の測定は
､
慶
長
十
七
年
頃
､
鳩
港

(
支
那
の
藍

門
)
長
崎
等
で
行
は
れ
光
球
で
あ
っ
た
が
､
後
'
覚
文

前
後
に
於
七
は
､
暦
の
改
正
に
伸
び
､
贋
算
家
安
井
算

哲
に
依
っ
て
､
種
皮
の
測
定
が
屡
々
行
は
れ
た
､
寛
文

十
年
に
は

p算
哲
は
天
球
儀
及
地
球
儀
を
作
っ
た
耕
で

あ
る
か
ら
.
我
閉
所
製
地
閲
に
鮮
種
皮
観
念
を
加

へ
る

棟
に
な
っ
た
の
は
､
此
頃
か
ら
で
あ
っ
た
ら
う
､
と
心

は
れ
る
｡
而
し
て
之
れ
HLJ資
際
は
'
地
岡
上
に

用ひ
ね

の
が
､
長
久
保
赤
水
の

『
日
本
輿
地
路
程
金

閣』
で

あ
っ
て
.
rJ
机
は
園ー
塙
投
影
法
の

一
種
で
あ
る
方
眼
国

法
と
偶
然
に
も

11
致
し
て
居
つ
ね
の
7P
面
白

い
轟
で
あ

る
0次
に
寛
政
頃
に
至
っ
て
は
'
地
形
間
の
製
作
上
に
t

lL
火
星
革
む
凍
し
た
の
で
あ
っ
た
.
即
ち
捉
魂
の
地
形

間
は
'
京
要
の
個
所
を
除

い
て
は
､
略
見
取
式
の
園
で

あ
っ
た
が
.
伊
髄
忠
敬
の
胡
つ
る
に
及
ん
で
､
之
机
が

.Ik
撃
的
ほ
尭
榊
し
た
地
形
岡

へ
の
p
中
間
的
道
程
を
築

い
た
の
で
あ
っ
た
｡
即
ち
p.
地
形
の
平
面
的
肢
節
は
.

我
閥
に
於
け
る
地
形
樹
の
触
作
の
静
史

進
級
測
畳
に
依
-
て
決
定
せ
ら
れ
'
其
関
係
的
付
置
の

匡
正
は
'
交
骨
法
に
依
-
て
行
は
れ
､
其
投
影
は
恰
も

サ
ン
リ
ン
､
フ
ラ
ム
ス
チ
-
ド
の
､
等
積
投
影
法
式
と

同
様
の
7g
の
で
あ
っ
た
､
而
し
て
経
緯
度
の
測
定
並
に

日
蝕
月
蝕
若
-
は
木
藍
と
金
蓑
等
の
観
測
に
依
る
補
正

推
算
等
を
行
は
ん
と
し
た
の
で
あ
つ
ね
が
'
之
机
は
充

分
な
る
成
功
を
収
め
得
な
か
っ
た
が
'
締
皮
の
観
測
に

於
て
は
'
現
制
に
於
け
る
､
精
密
観
測
に
此
し
て
.
儀

に

一
分
即
ち
約
十
八
丁
以
内
の
誤
差
に
止
ま
る
と
云
ふ

僅
在
精
度
で
あ
っ
た
'
而
し
て
此
常
時
に
於
で
は
､
未

だ
地
球
の
帰
平
鹿
と
云
ふ
轟
は
考

へ
ら
れ
七
倍
ら
夜
か

っ
穴
馬
､
現
今
と
は
少
L
y
連
ふ
が
'

一
皮
の
旦
数
二

十
入
選
二
分
即
ち
二
十
入
選
七
町
十
二
間
と
L
p
磁
針

の
偏
差
を
も
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
t
jt
大
'
中

小
の
三
種
の
間
を
作
ら
『
大
日
本
酒
海
賓
測
地
固
』
と
栴

し
た
､
之
机
は
俗
に

『
伊
能
圃
』
と
桐
せ
ら
れ
る
所
の

も
の
で
あ
っ
て
'
大
岡
は
.
曲
尺
三
寸
六
分

1
里
の
割

で
あ
る
か
ら
､
三
商
六
千
分

.I
で
､
中
岡
は
､
曲
尺
六

分

一
旦
の
割
で
あ
る
か
ら
､
二
十

一
寓
六
千
分

一
に
普

-
､
小
間
は
'
曲
尺
三
分
を
以
て

山
里
の
割
食
と
し
た

〓
】

三
一



地

球

節
十
四
怨

か
ら
､
四
十
三
常
二
千
分

一
と
云
ふ
事
は
成
っ
て
居
る

耐
し
て
斯
-
の
如
-
ほ
略
､
現
今
は
於
け
る
方
法
と
同

様
な
方
法
に
依
っ
て
､
基
礎
並
は
､
平
面
固
形
は
､
現

は
さ
れ
て
居
る
が
､
水
準
固
形
は
､
依
然
と
し
て
､
沓

態
は
伐
る
見
取
式
の
川
で
あ
っ
た
､
而
し
其
の
束
要
を

山
頂
の
位
置
は
'
交
骨
法
に
依
っ
て
､
定
め
ら
れ
た
79

の
で
あ
る
か
ら
'
比
較
的
正
確
で
あ
る
が
､
水
準
的
表

現
を
敏

い
ね
所
に
､
強

い
て
見
出
す
所
の
鶴
野
が
あ
る

の
で
あ
る
'
而
し
て
其
細
部
の
表
現
に
於
で
は
､
図
郡

都
城
､
輝
邑
村
名
等
を
型

耶
し
､
樹
形
等
を
描

い
て
地

物
む
概
示
し
､
山
岳
は
其
特
徴
を
以
七
､
罵
*
'的
は
.

描
き
表
は
n
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

婁
す
る
は
t
H
本
地
閲
の
製
作
及
測
定
は
'
霜
に
始

め
て
'
正
確
を
期
し
得
る
の
域
に
至
-
､
細
部
の
表
現

も
亦
'
漸
次
に
織
刺
を
極
ひ
る
は
至
つ
LJ
の
で
あ
る
｡

此
前
後
に
普

つ
で
､
我
岡
に
は
.

一
派
浮
世
綿
肺
に

低
み
で
閏
か
41
た
る
所
の
､
肺
順
地
聞
在
る
も
の
が
出

凍
た
､
足
れ
は
歓
洲
で
云
ふ
朗
の
'

鳥
旧
聞

(B
ird
.s

ery
e
V
iew
)
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
'
我
図
は
於
け
る

も
の
は
'
其
特
殊
の
表
現
に
於
で
.

1
渉
を
挟
ん
で
て

妨
二
㍍

7二一

三
二

居
る
朋
の
も
の
が
あ
る
､｣
即
ち
自
然
的
地
球
資
料
の
表

現
の
み
で
夜
-
､
人
文
的
ほ
亦
歴
史
的
に
'
好
資
料
た

る
を
程
る
も
の
で
'
其
方
澱
乃
至
起
伏
凹
凸
の
表
現
た

る
､
賓
に
巧
妙
を
も
の
も
あ
っ
た
､
が
然
し
是
等
は
依

然
と
し
て
'
測
両
形
の
風
貌
で
あ
っ
カ
が
'
之
机
を
地

形
と
岡
城
に
､
平
面
形
に
引
直
芸
人
と
す
る
傾
向
は
'

是
等
か
ら
誘
導
せ
ら
41

『
起
し
圃
』
の
如
き
も
の
が
出

兼
ね
､
次
で
天
保
頃
は
至
っ
て
は
､
秋
山
韻
傍
の

『
富

士
見
十
三
州
閲
』
及
び

『
江
月
節
用
海
内
戴
』
等
の
中

は
放
て
'
富
士
山
の
水
平
的
表
現
法
は
'
試
み
ら
れ
ね

が
､

之
れ
は

一
種
の
鼻
輪
的
表
現
の
如

き
79
の
で
あ
っ

て
.
具
健
的
に
高
蒋
h
.さ

め
る
轟
が
招

魂
を

い
の
で
あ

る
が
'
兎
に
角
.
高
低

の
水
準
的
表
現
を
現
質
し
た
も

の
で
あ
っ
て
､
我
圃
地
形
閲
上
は
於
け
る
､
水
準
式
表

現
法
の

一
大
進
歩
で
あ
る
｡

か
-
て
､
其
後
は
至
-
､

1l
既
約
の
起
伏
間
を
要
望

す
る
に
至
-
'
橋
本
王
蘭
務
月
秀
は

1
平
耐
周
の
展
開

法
は
伐
る
､
聞
錐
形
状
を
作
ら
､
之
机
に
地
貌
を
挿
示

し
て
､
宵
土
山
の
圃
錐
的
外
套
む
作
っ
た
､
而
し
て
之

れ
ほ
糖
轟
的
地
貌
を
描

い
て
､
紙
製
の
模
型
間
を
作
身



地
陶
の
水
準
的
需
用
を
､
典
健
化
し
て
凍
ね
が
､
其
精

度
は
放
て
は
､
依
飴
と
し
て
､
覗
式
の
水
平
曲
線
式
に

は
.
及
ぼ
在
か
つ
ね
の
で
あ
る
.

而
し
之
机
は
我
邦
に
於
け
る

-L
種
の
簡
易
を
地
坪
的

地
形
模
型
の

1
種
と
し
て
最
も
珍
ら
し

い
も
の
で
あ
る

こ
､
明
治
維
新
健
に
於
け
る
我
国
の
地
形
圏

明
治
維
新
後
に
於
け
る
我
問
の
地
形
図
は
陸
地
測
量

部
成
立
以
前
及
以
後
の
二
期
に
分
け
る
事
が
揖
凍
る
｡

明
治
維
新
の
改
革
は
'
苗
は
宵
舷
の
轟
物
に

l
大
慶

革
の
気
勢
を
促
し
.
欧
米
文
化
の
吸
受
は
､
貨
に
日
ま

i
,
る
し
-
も
又
'
息
苦
し

い
様
で
あ
っ
た
､
我
岡
の
地

間
も
亦
'
此
飴
勢
を
受
け
て
'
基
に

一
大
汲
潤
を
起
し

た
の
で
あ
る
｡
即
ち
儀
式
測
量
法
及
び
､
萄
式
梨
園
怯

乃
至
製
版
印
刷
法
の
混
用
は
依
る
過
渡
時
代
を
馬
し
た

が
漸
次
嘗
式
は
磨
滅
せ
ら
れ
て
､
専
ら
新
制
が
用
以
ら

れ
る
棟
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

嘗
法
は
伐
る
地
図
は
多
-
ば
.
焼
塾
に
依
-
て
下
脅

し
背
鼻
を
以
て
素
描
し
毛
筆
は
依
-
て
和
紙
に
情
捕
せ

ら
れ
.
或
は
木
版
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が

維
新
後
に
於
け
る
新
式
の
採
決
は
'
鉛
筆
を
以
tj各
稽

我
駒
に
於
け
る
地
形
樹
氷
作
の
静
史

の
洋
紙

は
素
描
し
､
磯
筆
に
依
-
で
之
れ
を
捕
檎
L
t

以
て
原
岡
を
大
成
す
る
の
で
あ

っ
た
'
又
其
製
版
に
嘗

っ
て
は
'
捉
衆
の
木
版
､
銅
版
の
外
'
石
版
､
喪
鉛
版

等
が
出
家
る
様
は
な
-
'
常
異
術
の
聴
明
侍
雄
は
是
等

の
諸
法
を
助
成
し
､
容
易
に
各
種
の
製
版
及
び
印
刷
を

行
以
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
.

今
霜
に
は
､
明
治
の
初
期
に
於
け
る
'
緒
軍
分
掌
の

混
乱
的
状
態
か
ら
､
漸
次
統

一
あ
る
現
況

へ
の
進
路
を

略
叙
し
､
各
部
局
管
掌
の
主
要
を
地
形
同
に
就
て
述
べ

て
見
や
う
｡

明
治
時
代
に
於
け
る
､
官
衛
管
掌
の
測
最
は
､
明
治

四
年
を
以
て
始
め
と
す
る
､
即
ち
工
部
署
に
測
最
司
を

設
け
､
英
人
を
採
用
し
て
'
英
式
測
量
を
開
始
し
ね
の

が
抑
も
で
あ
る
｡
蟹
玉
年
始
め
て
兼
京
府
に
三
角
測
量

を
賓
施
し
.
宮
城
内
富
士
見
櫓
は
三
角
瓢
を
設
潜
し
た

明
治
六
年
印
刷
局
で
は
米
人
を
傭
潤
し
て
､
石
版
術
を

習
科
し
た
､
之
れ
が
､
我
園
地
間
の
型
版
印
刷
に
於
け

る
､
舜
改
の
第

一
歩
で
あ
っ
た
｡
次
で
七
年
測
量
司
は

内
務
省
地
坪
局
は
移
さ
れ
爾
凍
大
三
角
測
量
の
企
割
を

見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
.

二
.LI.l

三
三



地

球

第
十
四
奄

次
で
海
軍
は
､
水
路
測
量
を
賓
施
し
.
凶
年
始
め
て

一
紙
及
び
二
艶
の
梅
園
を
敏
行
し
た
.
叉
内
務
省
は
於

け
る
地
質
月
は
'
地
質
調
査
を
開
始
し
地
質
間
を
作
製

す
る
に
努
力
し
た
O

此
時
陸
軍
で
は
､

明
治
四
年
兵
部
省
参
謀
局
は
牒
報

係
を
置
き
､
地
坪
偵
察
並
は
､
地
図
の
編
纂
を
質
施
せ

し
め
た
も
足
れ
が
陸
軍
は
於
け
る
'
陸
地
測
畳
事
業
の

創
始
で
あ
っ
て
､
叉
賓
は
現
陸
地
測
量
部
の
肱
子
で
あ

っ
た
｡
明
治
七
年
に
は
'
陸
軍
で
は
備
開
式
を
採
用
し

て
測
盈
及
び
地
閲
を
作
製
し
た
｡
明
治
十
年
に
は
､
内0

- 積 o務･
年 間 〇第
は
登
園
に
地
積
調
査
を
行
っ
て
､
六
百
分

1
の
地

を
作
ら
し
め
て
徴
牧
園
の
基
礎
を
作
っ
た
'
叉
十

紘
は
那
須
西
原
は
我
園
最
初
の
基
線
測
量
を
薯
施

し
.
十
三
年
に
は
､
伊
能
図
を
基
礎
と
し
て
'
百
六
十

寓
分

1
の
日
本
重
囲
輿
地
間
を
作
っ
た
.

此
間
陸
軍
で
は
､
明
治
十
三
年
重
囲
測
量
の
業
に
着

手
し
､
二
寓
分
梯
凡
を
以
て
す
る
､
俳
開
式
濃
彩
固
式

は
依
る
地
形
間
を
作
っ
た
｡
蓋
し
曲
線
式
に
依
る
地
形

間
の
椅
柵
を
も
の
で
あ
っ
た
が
､
十
六
年
猶
乙
式
は
基

-

一
色
銀
紙
式
に
依
る
現
在
襲
用
の
岡
式
に
改
正
せ
ら

鱒
二
鱗

二
四

三
困

れ
之
れ
が
寒
行
を
見
る
ほ
至
つ
ね
の
で
あ
る
｡

衣
で
明
治
十
七
年
内
務
省
の
地
班
局
で
施
行
し
て
凍

ね
登
園
大
三
角
測
量
の
事
案
を
､
参
謀
本
部
に
移
護
れ

ね
か
ら
'
霜
に
地
相
局
は
陸
軍
の

7
部
局
と
改
み
英
名

も
測
量
局
と
改
っ
て
'
始
め
て
此
事
業
の
統

1
を
見
る

に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡

明
治
十
八
年
測
量
局
で
は
'
二
嵩
分

一
乃
至
五
寓
分

一
の
賓
測
地
形
閲
は
漸
-
其
事
業
の
緒
に
就

い
た
計
,Ja

で
あ
っ
た
か
ら
'
時
下
の
忠
君
に
膿
ず
る
籍
'
伊
能
固

天
保
固
及
び
､
其
他
各
府
膳
よ
-
徴
し
た
各
布
資
料
を

特
製
編
合
し
て
'
二
十
寓
介

山
梯
尺
の
斜
照
式
墓
場
法

は
依
る
地
形

1
股
間
と
し
て
の
重
囲
園
を
作
み
'
測
盤

上
並
は
諸
種
計
番
等
の
需
用
は
減
じ
て
､
多
大
の
便
宜

を
典

へ
た
｡
之
れ
を

『牌
製
二
十
寓
分

1
岡
』
と
云
ふ

の
で
あ
る
.0

明
治
二
十

l,
年
に
は
陸
地
測
量
部
使
命

が
公
布
せ
ら

れ
塵
誠
本
部
隷
下
の

一
官
縛
と
し
て
猶
立
す
る
に
室
つ

ね
が
義
に
於
で
､
調
量
乃
至
製
版

の大
網
は
決
定
せ
ら

る
!
ほ
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
三
角
測
温
は
依
っ

て
先
づ
各
地
鮎
の
経
緯
を
定
め
､
三
角
鮎
を
基
礎
と
し



て
地
形
測
蚤
を
行
ふ
事
と
在
-
1
基
に
現
今
行
は
れ
つ

J
あ
る
様
な
､
五
黄
分

一
､
二
嵩
五
千
分

1

(償
二
商

分

山
間
の
改
測
)

一
菌
分

一
等
各
種
の
地
形
園
が
揖
凍

る
横
に
在
っ
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

陸
地
測
量
部
以
外
の
宮
腰
で
作
ら
れ
た

我
国
の
地
形
園

萄
凍
我
問
に
放
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
地
形
図
に
は
'

陸
地
測
量
部
の
出
版
に
係
る
も
の
㌧
外
､
懲
農
商
務
省

地
質
開
窓
所
の
朗
製
に
係
る
も
の
及
び
'
北
海
道
魔
の

出
版
は
係
る
も
の
､
養
幣
紙
脅
府
の
出
版
に
係
る
も
の

樺
太
魔
の
出
版
に
係
る
79
の
'
庸
朝
鮮
紙
曹
府
の
出
版

は
係
る
も
の
等
が
あ
っ
た
｡

地
質
調
査
所
に
於
で
出
版
せ
ら
れ
た
'
地
形
閲
の
種

数
も
亦
頗
る
多

い
が
､
而
し
其
内
容
は
陸
地
測
量
部
出

版
の
地
形
図
と
は
精
綬
庭
の
あ
る
79
の
で
あ
っ
た
｡

第

一
は
､
日

本
骨
岡
重
囲
で
あ
っ
て
､
こ
れ
に
二
種

租
あ
っ
た
､
其

1
つ
は
縮
尺
百
六
十
醇
介

一
で
あ
っ
て

肇
版
は
係
-
.
ボ
ン
ヌ
式
投
影
鴇
に
櫨

つ
ね
も
の
で
あ

っ
て
､
他
の
-i
つ
は
官
爵
分

1L
で
あ
っ
て
､
多
同
錐
投

影
法
に
依
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
'
節
二
は
鞄
察
地
形
同

托
園
に
於
け
る
地
形
脚
娘
作
の
静
史

と
栴
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ー
縮
尺
四
十
商
分
の

.I
で
ー

北
海
道
及
び
基
衡
を
除
き
た
る
.
嘗
日
本
金
士
を
五
枚

の
切
閲
は
分
ち
､
東
北

部
､
東
部
.
中
部
､
西
部
､
西

南
部
と
網
し
､
ボ
ン
ヌ
式
投
影
法
に
憤
っ
た
も
の
で
あ

る
｡第
三
は
､
地
形
詳
蘭
と
栴
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ー
縮

尺
は
二
十
菌
分

.i
で
あ
っ
た
､
金
岡
を
数
多
の
切
園
に

分
ち
各
切
固
間
の
置
域
は
'
腐
皮
に
於
て
は

一
皮
緯
度

に
放
て
は
三
十
分
で
あ
っ
て
､
陸
地
測
量
部
出
版
の
､

地
形

1
股
間
で
あ
る
所
の
'
背
教
稗
製
二
十
寓
分

.I
聞

及
び
'
新
畢
二
十
寓
分

1
帝
図
同
と
､
麿
皮
は
同
じ
-

一
度
と
あ
る
が
'
緯
度
は
三
十
分
で
あ
る
か
ら
､輯
製
聞

及
び
砕
問
間
よ
-
十
分
放
け
小
さ
い
の
で
あ
っ
た
｡
第

四
は
は
.
七
嵩
五
千
分

.t
地
質
分
園
の
基
底
を
覆
す
朗

の
地
形
図
で
あ
っ
て
､
之
れ
ほ
は
､
陸
地
測
量
部
朗
製

地
形
閲
が
最
79
多
-
利
用
せ
ら
れ
て
屠
る
所
の
も
の
で

あ
る
｡
第
五
に
は
'
其
他
特
殊
の
地
形
国
で
あ
っ
た
｡

北
海
道
鹿
に
於

で出
版
し
た
地
形
園
は
'
二
十
寓
分

1
梯
尺
の
も
の
は

､地
質
調
査
所
卵
巣
地
形
厨
に
準
じ

た
も
の
で
あ
っ
て
､
又
五
十
寓
分

一
の
北
海
道
金
閣
も

作
ら
れ
た
.

二
妃

三
五



地

球

節
十
凹
春

義
輝
は
於
で
は
､

陸
地
測
量
部
の
出
版
は
係
る
地
形

間
の
外
､
違
轡
粗
密
府
は
於
で
出
版
し
た
四
十
常
分

一

線
察
地
形
園
と
云
ふ
の
が
あ
っ
て
､
地
貿
調
登
用
朗
製

の
も
の
と
亦
､
略
英
機
我
が
同
じ
で
あ
っ
た
｡

又
珊
太
魔
､
銅
東
鹿
に
於
で
も
夫
々
各
種
の
地
形
間

は
作
ら
れ
た
｡

叉
朝
鮮
紙
背
府
に
は
､
陸
地
測
量
部
出
版
地
形
間
に

準
ず
る
79
の
が
樺
山
出
版
せ
ら
れ
て
居
る
.
今
其
梯
八

よ
-
見
た
る
地
形
間
を
畢
げ
で
見
れ
ば
､

一
高
分

一
､

五
常
分

一
､
二
十
酋
分

一
､
五
十
酋
分

二

首
席
分

l

等
の
地
形
問
が
あ
る
｡

又
明
治
の
初
年
頃
に
於
て
.
陸
地
測
鹿
部
の
出
現
以

前
は
あ
っ
て
は
､
内
務
省
の
地
坪
局
で
､
若
干
地
形
固

第
二
班

二
六

T.E7六

と
栴
す
る
J9
の
を
作
つ
ね
が
'
こ
れ
は
特
殊
の
地
形
園

で
あ
っ
て
､
現
今
の
如
-
､
正
式
の
統

一
的
測
量
に
依

っ
た
､
曲
組
式
表
現
の
地
形
園
で
は
在
-
､
局
部
的
測

量
に
依
っ
た
嚢
協
式
の
も
の
で
あ
っ
た
｡

結

尾

略
以
上
の
如
-
で
あ
っ
允
が
､
現
今
で
は
､
陸
地
測

量
部
賓
側
の
地
形
園
は
､
殆
ん
ど
完
成
し
重
囲
に
普
及

し
て
凍
ね
か
ら
､
従
水
の
蔵
は
､
匿
々
の
方
式
は
接
つ

ね
地
形
園
で
夜
-
､
大
概
に
､
陸
地
測
盈
部
費
行
の
地

形
園
を
利
用
し
.
之
れ
ほ
準
櫨
し
て
居
る
様
で
あ
る
か

ら
､
陰
に
陽
に
'
陸
地
測
量
部
撒
布
地
形
園
の
､
延
長

と
見
倣
す
事
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡


